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国際単位系（SI)の基本単位国際単位系（SI)の基本単位
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材料計量標準の重要性材料計量標準の重要性

政府機関および規制機関に対しては下の事項に関する判断が
継続的 求められ る継続的に求められている：

• 公共の保健と福祉の保護

• 環境保護

• 新規の規制と要求の開発

規制機関と法的要求と 対応• 規制機関と法的要求との対応

• 技術的および財政的な視点

製造事業者に対しては下記が要請されている：

• 設計に使用される材料データのトレーサビリティーの証明

• 測定機および試験機のトレーサビリティーの証明

• 規則および標準との整合
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• 互換性のある部材の製造
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材料固有の物性（inherent material properties)の例材料固有の物性（inherent material properties)の例

大分類 小分類 量

力学 弾性 ヤング率、剛性率、体積弾性率 、圧縮率、ポワソン比、
弾性テンソル、 コンプライアンス・テンソル、音速、
デバイ温度

熱 熱容量 比熱、グリュナイゼン・パラメータ

輸送 熱伝導率、 熱拡散率、放射率、 界面抵抗

安定性 熱膨張、残留応力安定性 熱膨張、残留応力

電磁気 電気 抵抗率、伝導率、熱起電力、ホール係数、臨界電流密度

磁気 磁化率、臨界磁場強度

誘 強度 折率 誘 率 透 率 射率 率

出典：CIPM 2007-09    Evolving needs for Metrology in Material Property Measurements

光 誘電強度、屈折率、誘電率、透過率、反射率、吸収率
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測定法依存の物性(procedural material properties)例測定法依存の物性(procedural material properties)例

大分類 小分類 量

力学 塑性 延性、 脆性ー延性転移点、硬さ、 クリープ率、
クリープ活性化ネルギー、 クリープ応力指数

強度 降伏強さ、比例限度、引っ張り強さ、 曲げ強さ、 剪断強さ、
圧縮強さ、極限強さ, 破壊靭性、破壊エネルギー、
疲労強さ、ワイブル強度

熱 安定性 可燃性

耐久性 熱ー力学 熱衝撃抵抗

接着 接着強度

トライボロジー 摩擦係数、摩耗率、摩耗係数、潤滑性、加工速度トライボ ジ 摩擦係数、摩耗率、摩耗係数、潤滑性、加 速度

化学劣化 腐食 腐食率、活性化エネルギー

水和 水和率

境 拡散 拡散率

出典：CIPM 2007-09 Evolving needs for Metrology in Material Property Measurements

境界拡散 拡散率

物理劣化 剥離 剥離率
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出典：CIPM 2007-09    Evolving needs for Metrology in Material Property Measurements
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材料計量における微構造特性の例材料計量における微構造特性の例

大分類 小分類 量

単位構造 結晶 格子定数、立体構造

非晶質 動径分布関数

微細構造 粒子 空孔 サイズ分布 平均サイズ アスペクト比微細構造 粒子、空孔 サイズ分布、平均サイズ、アスペクト比、
(結晶学的)組織

樹枝状晶 平均サイズ、配向、分岐密度

相平衡 相転移温度 相転移圧力相平衡 相転移温度、相転移圧力、
ガラス転移温度、キュリー温度、
ネール温度、三重点温度

層間領域 厚さ層間領域 厚さ

磁区 平均サイズ、アスペクト比、配向

表面 トポグラフィー 凹凸平均サイズ、アスペクト比、配向、
表面粗さ クラックサイズ 深さ表面粗さ、クラックサイズ、深さ

薄膜、 付着物 厚さ

電磁気 電荷分布 価数、イオン性、共有結合性、スピン、空間電荷密度
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出典：CIPM 2007-09    Evolving needs for Metrology in Material Property Measurements
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材料計量 組 課題材料計量の取り組みの課題

• 測定法に依存し普遍的に定義できない量が含まれる。

• 対象が多様であり多くの参加国が共同して取り組める量が限対象が多様であり多くの参加国が共同して取り組める量が限
定されている。

• 基本量ほど計測技術が確立しておらず 計測技術の規格整基本量ほど計測技術が確立しておらず、計測技術の規格整
備（標準化）に対する要請が強く、ISOやVAMASなどにおける
活動が先行しており、NMIにおけるこれまでの活動は限定的
である。従ってNMI以外の機関との連携が不可欠である。

• 材料の技術開発や通商に関連している。標準化先行の場合
には合意は科学的な観点に加えて、計測器のシェアなど工業
標準化におけるデファクトスタンダード的な視点が加味される
可能性がある
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可能性がある。
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計測の不確かさ評価とトレ サビリティU t i t i t計測の不確かさ評価とトレーサビリティUncertainty in measurement

標準物質の不確かさ評価とトレーサビリティUncertainty of reference material

標準データの不確かさ評価とトレーサビリティUncertainty of reference data

一般の物性デ タの不確かさ評価とトレ サビリティUncertainty of general data一般の物性データの不確かさ評価とトレーサビリティUncertainty of general data
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計測フロンティア研究部門オープンイノベーションハブ

研究・技術評価・標準化
人 場人, 場

オープンイノベーションハブ
ウェブプラットフォーム

データの共有デ タの共有

大学 産総研 民間

基礎研究 橋渡し研究 製品化研究
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基礎研究 橋渡し研究 製品化研究
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Ⅳ イノベ ションの実現を支える計測技術の開発 評価基盤の整備

産総研第３期（平成２２年４月～平成２７年３月）中期目標

Ⅳ．イノベーションの実現を支える計測技術の開発、評価基盤の整備
２．知的基盤としてのデータベースの構築と活用

先端産業技術の開発と社会の安全・安心のための基盤となる重要な計
測評価デ タを蓄積し デ タベ とし 産業界と社会 提供する測評価データを蓄積し、データベースとして産業界と社会に提供する。

２-（１） 標準化を支援するデータベース

基準認証活動を進めるにあたり、関係者が共有すべき定量的情報を
データベースとして整備し提供する。具体的には国家計量標準にトレーサ
ブルで 不確かさが評価されている等 信頼性が明示された物質のスペブルで、不確かさが評価されている等、信頼性が明示された物質のスペ
クトル、熱物性等のデータを拡充し継続的に提供する。

２-（１）-① スペクトルデータベースの整備

有機化合物等のスペクトルデータを測定するとともに解析及び評価を行
い、検証されたデータ５，０００件を新たに収録し公開する。

２ （１） ② 熱物性を中心とした材料計量デ タベ スの整備２-（１）-② 熱物性を中心とした材料計量データベースの整備

材料の熱物性及び関連物性について、不確かさ評価等により信頼性の
保証されたデ－タセット１００組以上を新たに収録し継続的かつ安定的に
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提供する。
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産総研データバンク産総研デ タバンク

RIO-DB：およそ１００のデータベースにより構成

産総研データバンクとしての統一的に運営

・ 物質・材料系データバンク

・ 地質系データバンク

・ 人体・ライフ系データバンク
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物質・材料の開発と利用を結ぶ物性データベース物質 材料の開発と利用を結ぶ物性デ タベ ス

物質・材料の開発 物質・材料の利用物質・材料情報のハブ物質 材料の開発 物質 材料の利用

金属・合金 エネルギー

物質 材料情報の

セラミックス エレクトロニクス物
性

ガラス プロセス制御

性
デ
ー
タ

半導体 環境・建築・生活

タ
ベ
ー
ス

食品・医療・バイオ高分子
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公開データ統計

クリック！クリック！
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公開データ統計

クリック！クリック！

約１万のデータセットを公開
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約１万のデ タセットを公開
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物質情報物質情報

物質ツリー 物性データ
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物質ツリ 物性デ タ
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グラフ描画機能

対数表示
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計測フロンティア研究部門産総研物質・材料系データバンク・ポータルサイト

産総研材料DB

基礎物理データ

産総研材料DB
CODATA、IUPAC
推奨値等の高信頼
データ

AIST材料データ
産総研材料研究者
と連携

外部データ連携

他DBとのリアルタイム連携システム

周期律検索、物性/特性検索、物質名検索周期律検索、物性/特性検索、物質名検索

産総研研究者

熱物性DBSDBS

産総研研究者
と連携 案：化学物質辞書との連携
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熱物性DB
熱物性、電気特性、
光学特性

SDBS
NMR、MS、Raman、
ESR

熱物性DBへ集約
RIO-DB
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熱物性データベースの連携体制

大学・研究機関日本熱物性学会 大学・研究機関

熱物性デ タフ マ トの標準化

熱物性値サービス委員会

日本熱物性学会

東北大、東工大、九大、茨城大、JAXA
など熱物性データフォーマットの標準化

熱物性データ生産・評価の企画・調整
熱物性データ評価法の標準化

など

産業技術総合研究所
分散型熱物性DB

熱物性・機械特性
データベースの連携

物質・材料研究機構の
データベースなど

XMLを用いた物質・材料データフォーマットの標準化
(東洋大学 東京大学 物質 材料研究機構 高知工科大学 CODATA)

NEDO知的基盤創成プロジェクト
材料データベースの連携プラットフォームの構築に関する調査研究
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(東洋大学、東京大学、物質・材料研究機構、高知工科大学、CODATA)
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物質 材料

ニ

物質・材料
の利用 エネルギー 医療・環境 エレクトロニクス

ー
ズ ＊＊＊＊＊

運輸、住宅

情報を統合化
して提供

産総研 物質・材料データバンク

して提供

学術情報
論文

・データの信頼性
・規則、法令
・資源の節約、コスト

海

資源の節約、コスト

大学 産総研 企業
物質・材料
の開発

海外の
大学・研究機関
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新規に開発される物質・材料
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